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(57)【要約】
【課題】液晶層の使用量の削減を図ることで表示装置の
コストダウンを実現できると共に、配線間のショートを
防止して歩留まりの向上を図ることが可能にな表示装置
を提供する。
【解決手段】第１基板３の表示領域３ａに設けられたカ
ラーフィルタ層３３と、カラーフィルタ層３３上に配列
形成された画素電極３５と、第１基板３の画素電極３５
側に対向配置された第２基板４と、第１基板３と第２基
板４との間に挟持された液晶層ＬＣとを備えた表示装置
１ｃにおいて、第１基板３上における表示領域３ａの周
囲の周辺領域３ｂに、カラーフィルタ層３３が延設され
ている。周辺領域３ｂにおいては、カラーフィルタ層３
３を構成する各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂが積
層されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板の表示領域に設けられたカラーフィルタ層と、
　前記カラーフィルタ層上に配列形成された画素電極と、
　前記第１基板の画素電極側に対向配置された第２基板と、
　前記第１基板と第２基板との間に挟持された液晶層とを備えた表示装置において、
　前記第１基板上における前記表示領域の周囲に、前記カラーフィルタ層が延設されてい
る
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の表示装置において、
　前記第１基板の表示領域には、各画素に対応して画素回路が設けられ、
　前記第１基板における前記表示領域の周囲には、前記画素回路に接続された引出配線が
設けられ、
　前記カラーフィルタ層は、前記画素回路および前記引出配線を覆う状態で設けられてい
る
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項１記載の表示装置において、
　前記カラーフィルタ層は、前記表示領域の各画素に対応して各色フィルタをパターニン
グしてなる
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項３記載の表示装置において、
　前記各色フィルタは、前記表示領域の周囲で積層されている
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　請求項４記載の表示装置において、
　前記表示領域の周囲で前記各色フィルタを積層させた積層部は、上層に向かって幅が狭
くなるように形成されている
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　前記１記載の表示装置において、
　前記表示領域の周囲に対応する前記第２基板側には、遮光膜が設けられている
　ことを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素回路が設けられた基板上にカラーフィルタ層を設けてなる液晶表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　２枚の基板間に液晶層を狭持してなる表示装置（液晶表示装置）には、開口率の向上と
製造プロセスの削減とを目的として、画素電極を駆動するための画素回路とカラーフィル
タとを同一の基板上に設けたＣＯＡ（カラーフィルタ・オン・アレイ）またはＣＯＴ（カ
ラーフィルタ・オン・ＴＦＴ）と呼ばれる構造がある。図１２は、このような構造を説明
するための要部断面図である。
【０００３】
　この図に示すように、表示装置における駆動側の第１基板２０１上には、表示領域２０
１ａとこれを囲む周辺領域２０１ｂとが設定され、さらに周辺領域２０１ｂに接する外周
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側に実装領域２０１ｃが設定されている。表示領域２０１ａ内には、マトリックス状に画
素が配列され、薄膜トランジスタＴｒを備えた画素回路が各画素に配置されている。そし
て、外周領域２０１ｂおよび実装領域２０１ｃには、表示領域２０１ａの画素回路に接続
された引出配線２０３が配線されている。
【０００４】
　また、表示領域２０１ａ上には、薄膜トランジスタＴｒを備えた画素回路を覆う状態で
、各画素毎に各色フィルタ２０５ｒ，２０５ｇ，２０５ｂをパターニングしてなるカラー
フィルタ層２０５が設けられている。このような構成のカラーフィルタ層２０５は層間絶
縁膜を兼ねたものであり、各画素に設けられた薄膜トランジスタＴｒに達する接続孔が設
けられている。そして、各色フィルタ２０５ｒ，２０５ｇ，２０５ｂ上には、接続孔を介
して薄膜トランジスタＴｒに接続された画素電極２０７がパターン形成され、これを覆う
状態で配向膜（図示省略）が設けられている。
【０００５】
　このような第１基板２０１の画素電極２０７の形成面側には、第２基板３０１が対向配
置されている。この第２基板３０１の第１基板２０１に向かう面上には共通電極３０３が
設けられ、これを覆う状態で配向膜（図示省略）が設けられている。
【０００６】
　そして、これらの基板２０１－３０１間に、液晶層ＬＣが挟持されている。この液晶層
ＬＣは、基板２０１－３０１の周縁間に設けたシール剤３０５によって基板２０１－３０
１間に封止されている。
【０００７】
　以上のような構成の表示装置においては、各色フィルタ２０５ｒ，２０５ｇ，２０５ｂ
の端部間に形成される溝部を埋めるように有機絶縁層を設ける構成が提案されている。こ
れにより、カラーフィルタ層２０５上の画素電極２０７と、カラーフィルタ層２０５下の
薄膜トランジスタＴｒを有する画素回路との間の電気容量が小さく抑えられ、クロストー
クや表示ムラを防止できるとしている（下記特許文献１参照）。
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－５３４１９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら上述した構成の表示装置においては、図１２に示すように、表示領域２０
１ａにおけるセルギャップｇ１に対して、カラーフィルタ層２０５が設けられていない周
辺領域２０１ｂにおけるセルギャップｇ２が大きくなる。この周辺領域２０１ｂは表示に
寄与しないいわゆる額縁部分であるにもかかわらず、液晶層ＬＣの使用量を大幅に増加さ
せる要因部分となっている。
【００１０】
　また、引出配線２０３を露出させた状態で、画素電極の形成などが行われるため、引出
配線２０３間に導電性の異物の付着によるショートが発生し易い。
【００１１】
　そこで本発明は、液晶層の使用量の削減を図ることでコストダウンを実現できるととも
に、配線間のショートを防止して歩留まりの向上を図ることが可能な表示装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　このような目的を達成するための本発明の表示装置は、第１基板の表示領域に設けられ
たカラーフィルタ層、カラーフィルタ層上に配列形成された画素電極、第１基板の画素電
極側に対向配置された第２基板、これらの第１基板と第２基板との間に挟持された液晶層
とを備えた表示装置において、第１基板上における前記表示領域の周囲に、前記カラーフ
ィルタ層が延設されていることを特徴としている。



(4) JP 2009-109819 A 2009.5.21

10

20

30

40

50

【００１３】
　このような構成の表示装置では、表示領域の周囲に延設したカラーフィルタ層によって
、表示領域の周囲においてのセルギャップが狭められ、狭められた分だけ液晶層の使用量
が削減される。しかも、表示領域の周囲に引き出された配線が、カラーフィルタ層によっ
て覆われるため、異物による配線間のショートが防止される。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように本発明によれば、液晶層の使用量の削減を図ることで表示装置のコ
ストダウンを実現できると共に、配線間のショートを防止して歩留まりの向上を図ること
が可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の表示装置の各実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１６】
＜表示装置の構成＞
　図１（１）は実施形態の表示装置の構成を示す平面図であり、図１（２）は図１（１）
におけるＡ－Ａ’部の概略断面図である。尚、図１（１）においては、説明のために構成
要素の一部を切り欠いた図面となっている。
【００１７】
　これらの図に示す表示装置１ａは、アクティブマトリックス型の液晶表示装置であり、
ガラス基板や他の透明材料等を用いて構成された第１基板３と第２基板４との間に、液晶
層ＬＣを狭持してなる。この表示装置１ａが、従来の表示装置と異なるところは、第１基
板３上に設けたカラーフルタ層３３の構成にあり、他の構成は同様であって良い。
【００１８】
　すなわち、第１基板３は、中央部に設定された表示領域３ａと、その周囲に設けられた
周辺領域３ｂと、周辺領域３ｂから延設された部分であってＩＣチップや回路基板などの
外部回路５が実装される実装領域３ｃを備えている。
【００１９】
　このうち、表示領域３ａには、マトリックス状に複数の画素が配列され、薄膜トランジ
スタＴｒを備えた画素回路が各画素毎に配置されている。そして、外周領域３ｂおよび実
装領域３ｃには、表示領域３ａの画素回路に接続された引出配線３１が配線されている。
尚、画素回路およびこれに接続される配線等の回路構成は、以降に説明する。
【００２０】
　また、表示領域３ａ上には、薄膜トランジスタＴｒを備えた画素回路を覆う状態で、各
画素毎に各色のカラーフィルタ、すなわち赤色フィルタ３３ｒ、緑色フィルタ３３ｇ、お
よび青色フィルタ３３ｂをパターニングしてなるカラーフィルタ層３３が設けられている
。このような各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂは、画素間において端部を積層させて
設けられており、一枚のカラーフィルタ層３３を構成している。尚、各色フィルタ３３ｒ
，３３ｇ，３３ｂは、隣接する画素間で共通に設けられていても良く、例えば垂直方向に
配列された画素間で共通のストライプ状であっても良い。
【００２１】
　以上各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂからなるカラーフィルタ層３３は、表面平坦
な層間絶縁膜を兼ねたものであり、下層の画素回路による凹凸を埋め込む膜厚で形成され
ていることとする。またこのようなカラーフィルタ層３３には、各画素において薄膜トラ
ンジスタＴｒに達する接続孔３３ａが設けられている。
【００２２】
　そして特に、このカラーフィルタ層３３は、表示領域３ａ上だけではなく、その周囲の
周辺領域３ｂ上にまで延設されているところが特徴的である。周辺領域３ｂにおいてカラ
ーフィルタ層３３は、各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂを積層させた構成となってい
ることが好ましい。これは、以降に説明するカラーフィルタ層３３の作製手順において、
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各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂを順次パターン形成する際に積層させることによっ
て得られる。このような構成においては、上層に位置するフィルタ程、幅が狭くなるよう
に設定することが好ましい。これにより各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂを積層形成
する際のパターンずれの影響を防止できる。
【００２３】
　尚、カラーフルタ層３３は、表示領域３ａを囲む周辺領域３ｂの全域に延設されている
ことが好ましい。また、カラーフルタ層３３は、周辺領域３ｂの全域において積層構造で
ある必要はなく、例えば液晶層ＬＣを表示領域３ａに速やかに注入するための開口として
、周辺領域３ｂの一部に単層部分を設けても良い。また、周辺領域３ｂにおける各色フィ
ルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂの積層順は、特に限定されることはなく、以降に説明する製
造工程における各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂの作製順になる。
【００２４】
　また、次に説明するカラーフィルタ層３３上の画素電極３５と、カラーフィルタ層３３
下の画素回路（薄膜トランジスタＴｒを有する）との間の電気容量を小さく抑えてクロス
トークや表示ムラを防止することを目的として、各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂ間
の溝部を埋めるように有機絶縁層を設けても良い。
【００２５】
　以上のような構成のカラーフィルタ層３３上の表示領域３ａには、例えばＩＴＯ（Indi
um Tin Oxide）のような透明導電性材料からなる画素電極３５がパターン形成されている
。各画素電極３５は、各画素に対応してパターン形成されており、カラーフィルタ層３３
に設けられた接続孔３３ａを介して薄膜トランジスタＴｒに接続されている。
【００２６】
　また、第１基板３の画素電極３５の形成面側には、第２基板４が対向配置されている。
この第２基板４における第１基板３に向かう面上には、周辺領域３ｂに対応する位置に遮
光膜４１がパターン形成されている。つまり、この遮光膜４１は、カラーフィルタ層３３
における各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂの積層部を覆う状態で設けられている。
【００２７】
　また第２基板４上には、この遮光膜４１を覆う状態でＩＴＯのような透明導電性材料か
らなる共通電極４３が設けられ、さらに共通電極４３を覆う状態で配向膜（図示省略）が
設けられている。
【００２８】
　そして、これらの基板３－４間には、ここでの図示は省略したスペーサを挟持させるこ
とによって表示領域３ａを所定のセルギャップｇ１に保ち、そのセルギャップＧ１に保た
れた間隔に液晶層ＬＣが挟持されている。この液晶層ＬＣは、基板３－４の周縁間に設け
たシール剤４５によって基板３－４間に封止されている。
【００２９】
　尚、ここでは、例えばセルギャップｇ１が４μｍ程度であり、各色フィルタ３３ｒ，３
３ｇ，３３ｂのそれぞれの膜厚が２μｍ程度であることとする。これにより、各色フィル
タ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂの積層部が、セルギャップｇ１と略同一高さとなり、周辺領域
３ｂにおけるセルギャップｇ２がほぼｇ２＝０となり、各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３
３ｂの積層部がスペーサとして用いられるようになる。
【００３０】
　このような構成の表示装置１ａは、２枚の偏光板間に配置され、第１基板３側に設けた
バックライトからの光を液晶層ＬＣのスイッチングによって第２基板４側から取り出して
表示が行われる。
【００３１】
＜表示装置の回路構成＞
　次に図２に基づいて、上述した実施形態の液晶表示装置の回路構成の一例を説明する。
尚、図１を用いて説明した実施形態において共通する構成要素には同一の符号を付して説
明を行う。
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【００３２】
　図２は、アクティブマトリックス駆動の液晶表示装置の回路構成を示す図であり、図１
を用いて説明した表示領域１ａに適用される。先にも説明したように、表示装置１ａの第
１基板３側には、表示領域３ａとその周辺領域３ｂとが設定されている。表示領域３ａに
は、複数の走査線３１ｓと複数の信号線３１ｄとが縦横に配線されており、それぞれの交
差部に対応して１つの画素が設けられた画素アレイ部として構成されている。また、表示
領域３ａには、走査線３１ｓ（または信号線３１ｄ）と平行に共通配線Ｖcomが配線され
ている。
【００３３】
　一方、周辺領域３ｂには、走査線３１ｓを走査駆動する走査線駆動回路３６と、輝度情
報に応じた映像信号（すなわち入力信号）を信号線３１ｄに供給する信号線駆動回路３７
とが配置されている。
【００３４】
　各画素には、例えばスイッチング素子としての薄膜トランジスタＴｒおよび保持容量Ｃ
ｓからなる画素回路が設けられ、さらにこの画素回路に接続された画素電極３５が設けら
れている。
【００３５】
　以上までの構成においては、画素電極３５がカラーフィルタ層からなる絶縁膜上に配列
され、それ以外の配線および回路はカラーフィルタ層からなる絶縁膜下に設けられる。
【００３６】
　そして各画素回路を構成する薄膜トランジスタＴｒは、ゲートが走査線３１ｓに接続さ
れ、ソース／ドレインの一方が信号線３１ｄに接続され、ソース／ドレインの他方が保持
容量Ｃｓと画素電極３５とに接続されている。また容量素子Ｃｓのもう一方の電極が、共
通配線Ｖcomに接続されている。尚、ここでの図示は省略しているが、先に図１を用いて
説明したように、共通配線Ｖcomに接続された共通電極が、各画素に設けられた画素電極
３５に対向して配置され、これらの画素電極３５と共通電極との間に液晶層が挟持された
構成となっている。
【００３７】
　そして、薄膜トランジスタＴｒを介して信号線３１ｄから書き込まれた映像信号が保持
容量Ｃｓに保持され、保持された信号量に応じた電圧が画素電極３５に供給される構成と
なっている。
【００３８】
　ここで、走査線３１ｓおよび信号線３１ｄの一部は、表示領域３ａに設けた画素回路と
、周辺領域３ｂに設けた駆動回路３６，３７とを接続する引出配線として配線されること
になる。また、これらの駆動回路３６，３７からは、周辺領域３ｂに隣接して設けられた
実装領域に引出配線が延設されることになる。
【００３９】
　以上のような画素回路の構成は、あくまでも一例であり、必要に応じて画素回路内に容
量素子を設けたり、さらに複数のトランジスタを設けて画素回路を構成しても良い。また
、周辺領域３ｂには、画素回路の変更に応じて必要な駆動回路を追加しても良い。
【００４０】
＜製造方法＞
　図３および図４は、上述した表示装置１ａの製造方法を示す断面工程図である。この図
に示すように実施形態の表示装置１ａは、従来の表示装置と同様の製造手順で得ることが
できる。
【００４１】
　すなわち、先ず図３（１）に示すように、第１基板３の表示領域３ａ上に薄膜トランジ
スタＴｒおよびここでの図示を省略した容量素子からなる画素回路を形成する。ここで形
成する薄膜トランジスタＴｒは、ボトムゲート型およびトップゲート型のどちらであって
も良い。また、この画素回路の形成と同一工程で、第１基板３の周辺領域３ｂ～実装領域
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３ｃに、画素回路に接続された引出配線３１を形成する。尚、周辺領域３ｂには、さらに
上述した走査線駆動回路や信号線駆動回路なども形成する。
【００４２】
　次に、図３（２）に示すように、第１基板３上にネガ型の第１レジスト材料５１を塗布
し、露光光ｈのパターン照射とその後の現像処理とを行う。
【００４３】
　これにより、図３（３）に示すように、第１レジスト材料５１をパターニングしてなる
例えば青色フィルタ３３ｂを、表示領域３ａおよび周辺領域３ｂにパターン形成する。こ
の際、表示領域３ａの青色フィルタ３３ｂには、薄膜トランジスタＴｒに達する接続孔３
３ａが設けられるようにする。
【００４４】
　次に、図３（４）に示すように、第１基板３上に青色フィルタ３３ｂを覆う状態で、ネ
ガ型の第２レジスト材料５２を塗布し、露光光ｈのパターン照射とその後の現像処理とを
行う。
【００４５】
　これにより、図３（５）に示すように、第２レジスト材料５２をパターニングしてなる
例えば緑色フィルタ３３ｇを、表示領域３ａおよび周辺領域３ｂにパターン形成する。こ
の際、表示領域３ａにおいては、青色フィルタ３３ｂが形成された画素とは異なる画素に
緑色フィルタ３３ｇを形成し、緑色フィルタ３３ｇに薄膜トランジスタＴｒに達する接続
孔３３ａが設けられるようにする。また、周辺領域３ｂにおいては、青色フィルタ３３ｂ
に積層して緑色フィルタ３３ｇを形成する。
【００４６】
　その後、図４（１）に示すように、第１基板３上に青色フィルタ３３ｂおよび緑色フィ
ルタ３３ｇを覆う状態で、ネガ型の第３レジスト材料５３を塗布し、露光光ｈのパターン
照射とその後の現像処理とを行う。
【００４７】
　これにより、図４（２）に示すように、第３レジスト材料５３をパターニングしてなる
例えば赤色フィルタ３３ｒを、表示領域３ａおよび周辺領域３ｂにパターン形成する。こ
の際、表示領域３ａにおいては、青色フィルタ３３ｂおよび緑色フィルタ３３ｇが形成さ
れた画素とは異なる画素に赤色フィルタ３３ｒを形成し、赤色フィルタ３３ｒに薄膜トラ
ンジスタＴｒに達する接続孔３３ａが設けられるようにする。また、周辺領域３ｂにおい
ては、緑色フィルタ３３ｇに積層して赤色フィルタ３３ｒを形成する。
【００４８】
　以上により、表示領域３ａに各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂを配列し、周辺領域
３ｂに各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂを積層させてなるカラーフィルタ層３３を得
る。尚、各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂの作製順が特に限定されることはなく、上
述した順とは異なる順であって良い。
【００４９】
　その後は、図４（３）に示すように、表示領域３ａにおけるカラーフルタ層３３上に、
各画素に対応させて薄膜トランジスタＴｒに接続させた画素電極３５を形成する。またこ
れらの画素電極３５を覆う配向膜を形成する。
【００５０】
　そして、図１に示したように、第１基板３における画素電極３５および配向膜の形成面
側に、遮光膜４１、共通電極４３、および配向膜がこの順に設けられた第２基板４を対向
配置する。この際、ここでの図示を省略したスペーサを挟持させることで表示領域３ａを
所定のセルギャップｇ１に保つ。尚、セルギャップｇ１が４μｍ程度であり、各色フィル
タ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂのそれぞれの膜厚が２μｍ程度であれば、各色フィルタ３３ｒ
，３３ｇ，３３ｂの積層部もスペーサとして用いられる。
【００５１】
　また、第１基板３と第２基板４との周縁にシール剤４５を挟持させて基板３－４間を封
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止した状態とする。この状態においてシール剤４５の開口部から液晶材料を基板３－４間
に注入して、開口を封止して表示装置１aを完成させる。
【００５２】
　以上説明した実施形態の表示装置１ａによれば、表示領域３ａの周囲の周辺領域３ｂに
まで延設したカラーフィルタ層３３によって、表示に寄与しない周辺領域３ｂにおいての
セルギャップｇ２が狭められ、狭められた分だけ液晶層ＬＣの使用量が削減される。特に
、周辺領域３ｂにおいては、各色フィルタ３ｒ，３ｇ，３ｂを積層させたことから、周辺
領域３ｂにおいてのセルギャップｇ２を狭める効果が高く、液晶層ＬＣの使用量を十分に
削減することが可能である。
【００５３】
　しかも、表示領域３ａから周辺領域３ｂに引き出された引出配線３１が、カラーフィル
タ層３３によって覆われるため、異物による引出配線３１間のショートが防止される。ま
た引出配線３１と共通電極４３との間に異物が挟持されることによるショートも防止され
る。
【００５４】
　以上の結果、図１の表示装置１ａによれば、液晶層の使用量の削減を図ることで表示装
置のコストダウンを実現できると共に、配線間のショートを防止して歩留まりの向上を図
ることが可能になる。
【００５５】
　尚、セルギャップｇ１の値と、各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂのそれぞれの膜厚
とから、図１に示したように周辺領域３ｂにおけるセルギャップｇ２＞０となった場合で
あっても、各色フィルタ３３ｒ，３３ｇ，３３ｂの積層部は、液晶層ＬＣの流動性を保ち
ながらも表示領域３ａにおけるセルギャップｇ１の変形を最小限に止めるための予備的な
スペーサ（いわゆるサブ柱）として機能するようになる。
【００５６】
＜変形例－１＞
　図５には、周辺領域３ｂにおける各色フィルタ３３ｒ,３３ｇ,３３ｂの積層状態を変更
した表示装置１ｂの要部断面図を示す。この図５に示すように、周辺領域３ｂにおける各
色フィルタ３３ｒ,３３ｇ,３３ｂの積層状態は、最上層の色フィルタ（ここでは赤色フィ
ルタ３３ｒ）のみ、下層の色フィルタ３３ｇ，３３ｂよりも狭い幅で形成されていても良
い。
【００５７】
　このような構成とすることにより、図１の構成と比較して、表示に寄与することのない
周辺領域３ｂにおいて、カラーフィルタ層３３の体積を増加させ、液晶層ＬＣの使用量を
さらに削減する効果が高くなる。尚、周辺領域３ｂにおける各色フィルタ３３ｒ,３３ｇ,
３３ｂの幅を同一とすれば、さらに液晶層ＬＣの使用量を削減する効果が高くなる。
【００５８】
＜変形例－２＞
　図６には、周辺領域３ｂにおける各色フィルタ３３ｒ,３３ｇ,３３ｂの積層状態を変更
した表示装置１ｃの要部断面図を示す。この図６に示すように、周辺領域における各色フ
ィルタ３３ｒ,３３ｇ,３３ｂの積層状態は、３層構造に限定されることはなく、２層であ
っても良い。
【００５９】
　このような構造とすることにより、シール剤４５の開口から基板３－４間に注入される
液晶層ＬＣが、表示領域３ａ内に速やかに導入されるようになる。このような構成の場合
、周辺領域３ｂに延設されるカラーフィルタ層３３の幅を可能な範囲で大きくすることに
より液晶層ＬＣの使用量を削減する効果が高くなり、また配線間のショートを防止する効
果も高くなる。
【００６０】
　尚、本発明は、周辺領域３ｂにカラーフィルタ層３３が延設されていれば、液晶層の使
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用量の削減を図る効果および配線間のショートを防止する効果が得られる。このため、周
辺領域３ｂのカラーフィルタ層３３は、各色フィルタ３３ｒ,３３ｇ,３３ｂのうちの何れ
かの単層構造であっても良い。
【００６１】
　また本発明は、反射型の液晶表示装置にも適用可能であり同様の効果を得ることができ
る。この場合、液晶層ＬＣに対してカラーフィルタ層３３よりも外側になる位置に反射層
を設ける構成とする。
【００６２】
＜適用例＞
　以上説明した本発明に係る液晶表示装置は、図７～図１１に示す様々な電子機器、例え
ば、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置、ビ
デオカメラなど、電子機器に入力された映像信号、若しくは、電子機器内で生成した映像
信号を、画像若しくは映像として表示するあらゆる分野の電子機器の表示装置に適用する
ことが可能である。以下に、本発明が適用される電子機器の一例について説明する。
【００６３】
　図７は、本発明が適用されるテレビを示す斜視図である。本適用例に係るテレビは、フ
ロントパネル１０２やフィルターガラス１０３等から構成される映像表示画面部１０１を
含み、その映像表示画面部１０１として本発明に係る表示装置を用いることにより作成さ
れる。
【００６４】
　図８は、本発明が適用されるデジタルカメラを示す図であり、（Ａ）は表側から見た斜
視図、（Ｂ）は裏側から見た斜視図である。本適用例に係るデジタルカメラは、フラッシ
ュ用の発光部１１１、表示部１１２、メニュースイッチ１１３、シャッターボタン１１４
等を含み、その表示部１１２として本発明に係る表示装置を用いることにより作製される
。
【００６５】
　図９は、本発明が適用されるノート型パーソナルコンピュータを示す斜視図である。本
適用例に係るノート型パーソナルコンピュータは、本体１２１に、文字等を入力するとき
操作されるキーボード１２２、画像を表示する表示部１２３等を含み、その表示部１２３
として本発明に係る表示装置を用いることにより作製される。
【００６６】
　図１０は、本発明が適用されるビデオカメラを示す斜視図である。本適用例に係るビデ
オカメラは、本体部１３１、前方を向いた側面に被写体撮影用のレンズ１３２、撮影時の
スタート／ストップスイッチ１３３、表示部１３４等を含み、その表示部１３４として本
発明に係る表示装置を用いることにより作製される。
【００６７】
　図１１は、本発明が適用される携帯端末装置、例えば携帯電話機を示す図であり、（Ａ
）は開いた状態での正面図、（Ｂ）はその側面図、（Ｃ）は閉じた状態での正面図、（Ｄ
）は左側面図、（Ｅ）は右側面図、（Ｆ）は上面図、（Ｇ）は下面図である。本適用例に
係る携帯電話機は、上側筐体１４１、下側筐体１４２、連結部（ここではヒンジ部）１４
３、ディスプレイ１４４、サブディスプレイ１４５、ピクチャーライト１４６、カメラ１
４７等を含み、そのディスプレイ１４４やサブディスプレイ１４５として本発明に係る表
示装置を用いることにより作製される。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】実施形態の表示装置を説明する図である。
【図２】実施形態の表示装置における回路構成の一例を示す図である。
【図３】実施形態の表示装置の製造方法を示す図（その１）である。
【図４】実施形態の表示装置の製造方法を示す図（その２）である。
【図５】実施形態の表示装置の変形例-１を説明する図である。
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【図６】実施形態の表示装置の変形例－２を説明する図である。
【図７】本発明が適用されるテレビを示す斜視図である。
【図８】本発明が適用されるデジタルカメラを示す図であり、（Ａ）は表側から見た斜視
図、（Ｂ）は裏側から見た斜視図である。
【図９】本発明が適用されるノート型パーソナルコンピュータを示す斜視図である。
【図１０】本発明が適用されるビデオカメラを示す斜視図である。
【図１１】本発明が適用される携帯端末装置、例えば携帯電話機を示す図であり、（Ａ）
は開いた状態での正面図、（Ｂ）はその側面図、（Ｃ）は閉じた状態での正面図、（Ｄ）
は左側面図、（Ｅ）は右側面図、（Ｆ）は上面図、（Ｇ）は下面図である。
【図１２】従来の表示装置の構成を示す要部断面図である。
【符号の説明】
【００６９】
　１ａ，１ｂ，１ｃ…表示装置、３…第１基板、３ａ…表示領域、３ｂ…周辺領域、５…
第２基板、３１…引出配線、３３…カラーフィルタ層、３３ｒ…赤色フィルタ、３３ｇ…
緑色フィルタ、３３ｂ…青色フィルタ、３５…画素電極、ＬＣ…液晶層、Ｔｒ…薄膜トラ
ンジスタ（画素回路）

【図１】 【図２】



(11) JP 2009-109819 A 2009.5.21

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(12) JP 2009-109819 A 2009.5.21

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

